
町田市立図書館メールマガジン（2026年4月15日号）

みなさまこんにちは、 町田市立図書館です。
メールマガジンを配信します。

――――――――――――――――――――
図書館職員おすすめ本
――――――――――――――――――――
『ブロンテ姉妹』
Ｂ931-ブ／桜庭一樹編／集英社／2016年

 本年改めて映画化されたエミリ・ブロンテの「嵐が丘」はあまたの人々に読み継がれて
いる古典名作として有名ですが、この作品から妹のアン・ブロンテ、シャーロット・ブロ
ンテの作品にも興味を持った私のような方におすすめの本です。
 一冊のなかにエミリの詩集とシャーロットの代表作「ジェイン・エア」が収録されてい
ます。さらにアン・ブロンテの「アグネスグレイ」は単行本としては、ほぼお目にかかれ
ない作品なのでぜひご一読を。短命でありながら精いっぱい生活し、命を削って創作した
姉妹の作品を読みつつイギリス・ハワースの世界を存分に味わいヒースの茂る丘へと旅立
ちましょう。
（PNモーリー）

『交響録　N響で出会った名指揮者たち』
762.8-モ／茂木大輔／音楽之友社／2020年

 元Ｎ響（ＮＨＫ交響楽団）首席オーボエ奏者で現役指揮者の茂木大輔さんによる、今ま
で共演してきた指揮者（厳選！）を紹介。さらにご自身の思い出も綴られています。管楽
器奏者・オーケストラ団員としての視点で書かれていて、音楽が趣味の人なら大変参考に
なるし、そうでない人も違う世界を垣間見れて興味深く読むことができるでしょう。文章
もテンポ良く読みやすいので、是非他の著書も楽しんでください！
（PNかなもりくじら）

『ライオンのおやつ』
913.6-オ／小川糸著／ポプラ社／2019年

 本屋大賞にノミネートされた本なので、すでに読んだ方も多いと思いますが、人生の終
わりに近づいている世代の方だけでなく、すべての世代の方へ、”自分の最期”をどう迎
えるか、あらためて考える道標になる小説です。何回読んでも、いつも温かい気持ちにな
ります。まだ読んでない方は是非！！
（PNかなもりたろう）

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
町田市立図書館
ホームページ：https://www.library-machida.tokyo.jp/
X：https://x.com/machida_library
◆メールマガジンのバックナンバーは、町田市立図書館ホームページからご覧いただけま
す。
◆メールマガジンの配信停止、メールアドレスの変更等は、町田市立図書館のホームペー
ジからお手続きください。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
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